


















9WG1 フィールド実証以外の検討状況

研究開発項目 2026年度末目標（抜粋） 主な成果（2025年度末・抜粋）

ii）セーフティーネット
の技術的手段の確立

実装方法及び運用方法/発動条件等を整理し、適

用する際の技術的な要件をまとめる。

一部手法についてラボ実証を通じ検証を行うとともに、

技術的な要件の妥当性を評価する。

各実装方法について以下の検討を実施。

専用機器の活用：

・通信・ハード面の実装案を整理

・2026年度のラボ実証に向けて、試験場を選定

再エネ出力制御システムの活用：

・検討の前段階として、セーフティーネットの前提条件を

 整理

PVの出力変化が系統に与える影響について、基礎的な

シミュレーション評価を実施。

iii）プラットフォーム機能に

必要な技術の確立

DERフレキシビリティ活用プラットフォームの標準的

な機能要件をまとめる。

- 地図上への募集エリアの提示方法

- 系統切替情報を踏まえた指令方法 など

アグリゲーターへ公開が必要な情報を整理

募集エリアを提示するUI画面の案を策定

フィールド実証にて系統切替情報を踏まえた指令を試行

し、有効性と課題を整理

iv) DERフレキシビリティ

の運用技術の確立

低圧DERフレキシビリティを制御する

際の標準的な制御技術及び運用

上の要件をまとめる。

需要家

単位

ヒートポンプ給湯器と蓄電池の同時制御の課題を抽出

し、運用手法および制御システムを検討。

次年度実証に向け実証用設備の導入等を実施。

群管理
技術

受電点データの予測の評価に向けて検証条件を整理。

次年度実証に向けエリア外DERを含めた群構成を検討。

•データセンター需要制御に必要となる標準的な制御
技術及び運用上の要件をまとめる。

DC単体および複数DC間の需要制御に向けて、ネット

ワーク構成およびシステム構成を検討。

次年度実証に向け小型DCを設計・導入。

◼ フィールド実証以外においても、DERフレキシビリティの活用に向けた検討を実施するとともに、
2026年度の実証に向けた準備を実施。

フィールド実証以外における検討の一例







12（参考） 同時市場の特徴

第13回 同時市場の在り方等に関する検討会(資源エネルギー庁、2025年2月19日)資料3

◼ 同時市場は、電源情報をもとに、kWh市場・ΔkW市場を同時最適化する仕組みを検討

➢ 電源情報(Three-Part)を登録し、需給(需要・調整力と供給力バランス)と基幹系の系統
混雑を考慮した電源の最適配分を実施

◼ 一方で、同時市場では基幹系および大規模電源が主で扱われており、ローカル系統以下の無
数のDERや系統混雑を考慮した最適化がコンピューティングの限界として対象外となっている。
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◼ DERモデル化・集約配分ロジックは別アプローチ(iv)でも検討を実施

◼ iv) DER集約と連動した運用評価ではAIなどを活用しながら、DER集約モデル(配電ESIA等)を

もとに、スポット価格・系統混雑を考慮したkWh最適化を行った入札モデルを検討中。

◼ 併せて、送電網の制約下で上記によるアグリゲータの計画を含めた東京エリアの市場/システム運

用模擬を実施。

（参考）需要側フレキシビリティ活用と送電網への適用の評価
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ご清聴ありがとうございました
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WG2各項目での実施概要
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◼ v)はDER集約配分機能による効果としての便益評価を行い、必要性を評価。（需給と系統の

DER効果(需給・設備費用削減効果)、システム費用・インセンティブ費用などを考慮）

（参考） DER集約配分機能の便益評価

✓需給シミュレーション
日本全国9エリアにおける広域連系系統(上位2電圧)を模擬し、
DER集約配分機能によるkWh、ΔkWの最適化による需給コストを算出。

✓系統混雑シミュレーション
東京・中部・関西エリアの配電用変電所を対象に、設定シナリオに基づく混雑量を算出。
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◼ vi)はDER集約配分機能から制御される潮流・電圧が電力品質(潮流・供給電圧等)へ与える影

響を評価する大規模解析モデルを構築し、電力品質を緩和するDER制御手法を検討する。

（参考）系統への影響評価

✓配電系統およびローカル系統を統合した大規模解析モデルを構築し、DER集約配分機能による制御が電圧や潮流など
の電力品質に与える影響を評価する。

✓評価結果を踏まえ、電圧や潮流への影響を考慮したDER集約配分機能の制御手法を検討・整理する。
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WG1について、
2025年度成果報告会の資料を添付























35各研究項目で抽出した課題（制度面）

項目 課題の概要 優先度

フレキシビリティ
対価の原資

レベニューキャップ等への計上、インセンティブ設定
（費用便益評価手法およびフレキシビリティ募集・調達手法の整理含む）

高

セーフティーネット
（発電制御）

制度上の位置づけ
高

発動に伴って発生するインバランスの扱い

調達対象
（発電制御）

フレキシビリティ調達量の不足時に、「発電制御」を認めることの妥当性

上記におけるインセンティブの考え方

商品メニュー

募集要件（調達時期、応動対象期間、調達頻度、ブロック枠、制御要件等）

高応動評価基準（時間滞在率、ベースライン、除外日等の設定方法）

供出量未達時のペナルティ（約定量に対する未達、途中退出の発生等）

計量方法 機器個別計測の導入

◼検討を通じて抽出された「制度面の課題」は以下の通り
➢DER導入段階では市場参加できるDERが少ないため、市場ではなく一送による公募調達が主と想定
➢公募を念頭に、フレキシビリティ活用にあたり優先的に対応すべき項目を優先度「高」と評価



36各研究項目で抽出された課題（技術/運用面）その1

区分 項目 課題の概要 優先度

一送

系統混雑予測
短期予測手法の精度向上

高
予測誤差やDER応動速度・精度（マージン）を踏まえた募集量と調達コストの考え方

フレキシビリティ運用
予測精度を踏まえたフレキシビリティ運用方法

高
指令発動リリース時のDER運用

セーフティーネット
一送システム（指令機能）とセーフティーネットの連携方法

高
セーフティーネットの実装方法（ハード・ソフト）及び運用方法/発動条件等

上位/下位連携 需給調整と系統混雑緩和の両立に向けた情報連携方法およびフレキシビリティ運用方法 高

プラット
フォーム

見える化
地図上への募集エリアの提示方法

高
アグリゲーターがアクセスしやすい情報開示方法

拡張性 DER数を踏まえたプラットフォーム構築（市場機能/制御機能のデータ連携含む）

制御機能 系統切替情報を踏まえた指令方法 高

精算
精算を行うための計量データ連携方法

高
精算の仕組みの実装方法

◼検討を通じて抽出された「技術/運用面の課題」（一送、プラットフォーム）は以下の通り



37各研究項目で抽出された課題（技術/運用面）その2

◼「技術/運用面の課題」（アグリ、共通）は以下の通り

区分 項目 課題の概要 優先度

アグリ

DER運用高度化

長期運用を見据えた蓄電池等の運用高度化（自動化含む） 高

DERのマルチユース 高

マルチユースのユースケース多様化 高

系統毎のDER群管理方法 高

DER不応動発生時におけるRA側の対応策

充放電制約時間帯を踏まえた系統用蓄電池の運用性 高

フレキシビリティ対象
機器の多様化

蓄電池、EV、分散型電算装置以外の機器の活用 高

オフライン制御の活用可否

DERフレキシビリティの社会実装方策拡充（EV-普通充電器相互個体識別技術など） 高

共通 商品/メニュー

追加募集、調達緩和型、余力活用契約等のメニュー/スキーム

商品メニュー（長期・短期）の要件・役割分担

市場型以外のメニュー/スキーム



38今後の方向性

◼短期の取り組み：実運用への移行に向けた課題解決と運用ノウハウの蓄積

➢ 標準化の推進・・・エリアごとに異なるルール・インターフェースの乱立を回避

➢ 市場の最適化・・・混雑緩和のためだけの市場にしない（後述）

➢ 適地・適時誘導・・・後手に回る前の仕組み作り（見える化、インセンティブ、インターフェース等）

◼中長期の取り組み：上位/下位連携

➢ DERの最適運用・・・「卸電力＋需給調整＋容量＋混雑緩和」におけるDERの最適化

➢ TSO-DSO連携の推進・・・「上位/下位連携」の構築による需給・混雑課題の同時解決

◼短期と中長期の取り組みは共通点が多く、中長期につなげる観点で短期取り組みを推進すべき

本事業の研究開発項目 共通点

混雑予測技術 配変バンク、配電系統レベルでの潮流予測

セーフティーネット 必要性・重要性、具体的実施方法等

系統情報とDER情報の連携 一送が系統情報とDER情報を紐付け、発電/小売/アグリ事業者に情報共有

データ連携・通信プロトコル

• DERのグループ化（変電所ごと、配電線ごと等、一定のグループで管理）

• マルチプロトコル化に向けた方向性（OpenADR：一送～電気事業者間、
IEC61850：一送～系統直結DER 等）

• 上位/下位連携（並行発動への対応）を念頭に置いた連携

DER管理・制御（アグリ） DERのグループ管理を行うためのアグリゲーターシステム仕様

【参考】短期と中長期の取り組みの共通点（主な内容の抜粋）





40【参考】フィールド実証における制御パターン１

◼需給調整市場調整力三次②の制御要件に準じて、制御要件を設定

パターン１
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パターン2

【参考】フィールド実証における制御パターン２

◼容量市場の発動指令電源の制御要件に準じて、制御要件を設定


